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NIIサービスキャラバン2026



導入検討 調達
活用

導入支援サービス ゲートウェイサービス

選択の基準や、導入・活用に関わる
情報を整備・お伝え

クラウドサービスにワンストップで
アクセスするためのポータル機能

高度活用

オンデマンド構築サービス

研究教育のためのクラウド環境構築を
技術的に支援

SINETStream

広域データ収集・解析プログラムの
開発を技術的に支援

「学認クラウド」は、クラウドの導入・利活用を

 支援する国立情報学研究所のサービス群の総称です。

データ解析基盤機能
NIIクラウドを中心に多様な

データ源・計算資源を連携して活用

2



導入検討 調達
活用

導入支援サービス ゲートウェイサービス

選択の基準や、導入・活用に関わる
情報を整備・お伝え

クラウドサービスにワンストップで
アクセスするためのポータル機能

高度活用

オンデマンド構築サービス

研究教育のためのクラウド環境構築を
技術的に支援

SINETStream

広域データ収集・解析プログラムの
開発を技術的に支援

「学認クラウド」は、クラウドの導入・利活用を

 支援する国立情報学研究所のサービス群の総称です。

NIIクラウドを中心に多様な
データ源・計算資源を連携して活用
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データ解析基盤機能



◼目的
◼大学等の安全なクラウド導入・ガバナン

ス確立から、その先のデータ利活用まで
を総合的に支援

◼支援内容
◼クラウド導入に関する情報提供やコンサ

ルティングの実施、および教育・研究で
クラウドを利活用するためのツールの提
供

◼対象者
◼情報システム担当者、情報セキュリティ

管理者、調達実務に関わる教職員（利用
無料）
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導入支援サービスとは



◼サービスメニュー

◼チェックリスト（セキュリティ要件策定や選定基準の明確化）

◼クラウド調達支援・個別相談（調達仕様書作成や移行プランのコンサル
ティング）

◼大学DX勉強会（学術機関同士のノウハウ・事例共有）
◼クラウド利活用セミナー（法的課題やSINET接続などの専門知識の提

供）
◼クラウド活用度調査（セキュリティガバナンス等の現状分析と診断）
◼クラウドサービス共同調達（S3互換オブジェクトストレージの共同調

達）
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導入支援サービスとは



参加機関の方 一般の方

チェックリスト（検証済み事業者回答） ◎

チェックリスト（質問項目のみ） ◎ ●

スタートアップガイド ◎ ●

大学DX勉強会 ◎ ○

クラウド利活用セミナー ◎ ○

過去1年のアーカイブ視聴 ◎

クラウド活用度調査 ◎

クラウド調達支援
個別コンサルティング
仕様書ひな型

◎
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参加のメリット ◎:導入支援サービス
●:申込不要
○:申込必要



◼目的
◼大学や研究機関が客観的な基準でクラウドを評価し、安全かつ円滑に

選定・調達すること

◼支援内容 
◼標準的な評価基準の策定・公開と客観検証された事業者回答データの

提供により、安全なクラウド導入と仕様策定を効率化。

◼主なツール
◼チェックリスト（セキュリティ、信頼性、データ管理など93項目を網羅）

◼ AI利用などの新規項目を最新版で追加

◼事業者回答データの提供（NIIがエビデンス検証済みの事業者仕様を迅速に参照可
能）

◼サンプル規程集対応リスト（大学向けのセキュリティサンプル規程への
準拠状況確認用）
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チェックリスト



◼概要

◼「個別相談」をクラウド調達に特化して強化した、情報提供とコンサル
ティング

◼コンサルティング例

◼クラウド調達方法の例（特に入札がある場合）

◼チェックリストの活用方法

◼仕様書に記述すべき項目、内容、判断基準、標準的な文言

◼実際の仕様書作成時に活用できるワークシートの提供

◼第三者認証（特にISMAPなど）の解説、相互の関係について

随時受付中！
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クラウド調達支援・個別相談



◼目的 
◼大学・研究機関におけるDX推進の経験や知見の情報交換、課題の共有、

および関係者のモチベーション向上
◼活動内容 
◼大学DXを推進する様々な立場（経営層、中間管理者層、現場）の取り

組み事例の紹介、および参加者同士の議論と情報交換
◼対象者 
◼大学・研究機関において、DX推進に関わる、または関心のあるすべて

の教職員
◼活動の特徴
◼3つの視点による事例発表：経営層、中間管理者層、現場それぞれの立

場からアプローチ
◼定期的な開催と資料公開：オンサイトやハイブリッド形式で継続

開催し、事例紹介の資料・動画を公開

次回はAXIES年次大会で開催予定！
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大学DX勉強会



◼目的 
◼研究教育におけるクラウドの利活用方法や、導入時のセキュリティ・法

的課題に関する知見を習得すること
◼活動内容 
◼セミナー専用サイトを通じた、講演動画および配布資料の公開（Web

配信）
◼対象者 
◼大学・研究機関等に所属する教職員、研究者、技術者、大学院生（参加

無料）
◼最近のテーマ例
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クラウド利活用セミナー

2026年度 テーマ 講師

2026年9-10月
クラウド利用に関する法的
な留意点

LM虎ノ門南法律事務所、NII

2027年1-3月
SINETクラウド接続サービ
スを利用する際の留意点

導入支援サービス参加事業者、NII



◼目的 
◼デジタルトランスフォーメーション（DX）推進の観点から、学術機関の

クラウド活用状況と情報セキュリティガバナンスの実態を把握し、向上
を支援すること

◼調査内容（2つの視点による同時評価）
◼大学視点（広島大学中心）：セキュリティガバナンスを4つの基準（適応

力、管理力、対処力、自己啓発力）と5段階のレベルで定量的に評価
◼調査会社視点（IDC Japan委託）：4つの視点（ビジョン、プロセス、技

術、組織／人材）から5段階でクラウド活用度を評価
◼今年度から「AI活用度」の調査を主軸に置く方向で計画中

◼対象者 
◼学術機関の情報システムや情報セキュリティの運用管理を

担当するIT部門の担当者（各回先着45機関、参加無料）
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クラウド活用度調査

９月から10月の間で募集します



◼目的 
◼複数の大学・研究機関が共通仕様でまとめて一括調達を行うことで、仕

様策定や調達実務の負担を軽減し、料金ディスカウント等のメリットを
得ること。

◼調達対象
◼S3互換オブジェクトストレージ 

◼主な用途
◼GakuNin RDM用ストレージ、データ長期保管/バックアップ

◼主な実績・仕組み
◼2026.4.1-2029.3.31（3年間）まで利用可能
◼各半期初め (4月/10月)からの中途参加も可能 → 次回は2027年4月
◼情報共有のためのWebサイト/メーリングリストを開設済
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クラウド共同調達



クラウド共同調達の効果
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① 仕様策定・調達業務の負担軽減（入札による調達 vs 大学とNIIとの協定書締結）

調達に要した日数

236日 50日

▲79% 削減

やり取りした文書量（協定書他）

284ページ 22ページ

▲92% 削減

② 適切なクラウドの選択
• Gakunin RDMクラウドストレージ

実証実験等で実績のあるクラウド
に決定

③ 利用料ディスカウント
• 公表市価より少々有利
• ※受注リセラーのサポート／利用ド

キュメント込み

④ 参加機関相互の情報
共有
• 学認クラウド導入支援サービス参加

機関専用サイトでドキュメント提供
• 情報共有のしくみを検討 (ML、

Slack、Wikiなど)



導入検討 調達
活用

導入支援サービス ゲートウェイサービス

選択の基準や、導入・活用に関わる
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オンデマンド構築サービス

研究教育のためのクラウド環境構築を
技術的に支援

SINETStream

広域データ収集・解析プログラムの
開発を技術的に支援

「学認クラウド」は、クラウドの導入・利活用を

 支援する国立情報学研究所のサービス群の総称です。

NIIクラウドを中心に多様な
データ源・計算資源を連携して活用
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データ解析基盤機能



◼目的 

◼利用可能なクラウド／オンラインサービスへのワンストップアクセスと、
大学におけるクラウド利用の見える化・ガバナンスを実現

◼主な機能

◼利用可能なサービスを一覧表示

◼機関契約／グループ利用／個人利用を統合表示

◼利用者属性に応じたサービスメニューを提供

◼サービスへのアクセス、学認対応サービスではSSOも可能

◼対象者 

◼学認（学術認証フェデレーション）に参加している大学や研究機関等の
教職員・学生（利用無料、申請は機関単位）

◼ 大学管理者はサービスメニューを管理
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ゲートウェイサービス
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ゲートウェイサービスの利用イメージ

教職員
・学生

ゲートウェイサービス

アクセス
(SSO)

◼ワンストップポータル
◼シングルサインオン（SSO）
◼カスタマイズ機能

大学管理者

登録・管理

ログイン
（学認）



◼「機関契約」「グループ利用」「個人利用」を統合して表示

◼個人がよく使うサービスを上部に配置することが可能

◼この画面を起点として各種サービスにアクセスできる

◼他の利用者への案内（「ゲートウェイサービスから○○をクリックし
てください」）が容易に
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各種ソースからの情報を統合表示



◼利用者は、ゲートウェイサービスを経由してe-Learningサイト
やe-Journalサイトにアクセス

◼ゲートウェイサービスに表示されているサービスは利用可能であ
る ＝ 安心してアクセスできる

◼ふらっと、あるサービス(e-Learning B)にアクセスして、
利用できなくて困る、ということがなくなる
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利用者のアクセス例



導入検討 調達
活用
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データ解析基盤機能



◼目的

◼研究・教育用の計算環境を迅速かつ再現可能に構築し、利用者自身による複雑
なクラウド設定を不要にする

◼仕組み

◼テンプレートを選択して、必要な計算資源・アプリケーション環境を自動構築 

◼オンプレミス／クラウド／両者を組み合わせた環境に対応

◼対象

◼大学・研究機関等の教職員（演習環境や研究用サーバなどを立ち上げたい方）

◼利用例

◼講義演習環境

◼HPCクラスタ環境
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オンデマンド構築サービス（OCS）



◼OCSの歴史

◼2018年10月よりサービスイン

◼これまで、HPCクラスタ、LMS、プログラミング演習システムなどのア
プリケーションをサポート

◼お知らせ

◼2027年度末（2028年3月）をもってサービスを終了します。

◼2026年度中は、新規受付可能です。

◼今後の計画

◼OCS支える基盤であるVirtual Cloud Provider(VCP)は、OSS化する予定
です。OSS版VCPの公開により、サービス終了後もユーザー自身で環境
を維持・管理する選択肢が提供されます。
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OCSに関するお知らせ
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データ解析基盤機能



◼安全・確実なIoTデータの収集・蓄積・解析に必要な機能を提供

◼モバイルSINET+SINETStreamで、IoTシステム開発・実験を支援
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SINETStream: IoT開発支援ソフトウェア

解析
プログラム

解析
プログラム

データ

解析
プログラム
(オフライン)

ストレージ

https://sinetstream.net/

ユーザ事例

◼ 東京海洋大学

◼ 船舶情報のIoT化

◼ 徳島大学

◼ トレーラー型動物施設

◼ 広島大学

◼ IoT実習

◼ 脳波解析クラウド
プラットフォームの構築ユーザ登録数＝35（2026年8月）

Python版国内インストール＝1978
（PyPI、～2026年8月）



◼サーバー構築不要で SINETStream を体験できるサービス

◼IoTデータを SINETStream で収集し、データ解析機能でリアル
タイムに分析・可視化。結果を GakuNin RDM で共有・利活用
へ
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SINETStream お試し環境



NII RDCを中心に、多様なデータ源・計算資源を連携して活用
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NII RDC データ解析基盤機能

JDCat分析ツール

GakuNin RDM データ解析機能

JDCat GitHub

JGSSDSS

Zenodo

SINETStream

FigShare

Dataverse

GakuNin RDM

Google Drive

Nextcloud

OneDrive

S3 互換

Box

Dropbox

秘匿解析サービス

スパコン等

Share 1

Share 2

Share 3MPC server

Broker

Web Frontend

Workflow Engine

Batch Scheduler

利用機関数＝148（申請ベース、2026年8月）

ユニークユーザー数＝594（ログベース、

2025年1～12月）



NII RDCを中心に、多様なデータ源・計算資源を連携して活用
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NII RDC データ解析基盤機能

JDCat分析ツール

GakuNin RDM データ解析機能

JDCat GitHub

JGSSDSS

Zenodo

SINETStream

FigShare

Dataverse

GakuNin RDM

Google Drive

Nextcloud

OneDrive

S3 互換

Box

Dropbox

秘匿解析サービス

スパコン等

Share 1

Share 2

Share 3MPC server

Broker

Web Frontend

Workflow Engine

Batch Scheduler

社会科学系データをブラウザ上で無料分析。
データ解析基盤のPython, Rを利用。
https://jdcat.jsps.go.jp/analysis.html

GakuNin RDMの画面からボタンひとつで、
個人用のJupyterLab解析環境（Python、
R、MATLAB等）を起動・実行

SINETStreamで収集したIoTデータを、
データ解析基盤（JupyterLab）に直接取り込
み、リアルタイムに分析・可視化

より計算資源が必要なケース
は、スパコン等で実行

秘密計算（MPC）技術を用い、共同研
究などでデータを互いに暗号化したま
ま（秘匿したまま）安全に計算・解析
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データ駆動基盤機能
（現在計画中）
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学術研究プラットフォームの将来像

学内ネットワーク

管理・共有
自動収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

NII以外の
研究機関や
分野のPF
とも連携

研究機関

実験観測施設

実験観測
装置

自動解析 自動
メタデータ

AI 
エージェント

モデル提供

AI for Scienceの様々な取り組み

知識
グラフ

次期SINET

実験観測
装置

知識基盤

AI 
エージェント

AI 
エージェント

VPN-GW

大容量800G 超広域(非地上系)
高セキュア・高信頼

L2VPN

AIモデル + ソフトウェア + 計算資源

文部科学省「AI for Scienceを支える研究データの管理・利活用と流通の在り方ワーキンググループ（第1回）」資料より引用、一部改変
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/006/siryo/mext_00001.html

民間企業
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/006/siryo/mext_00001.html

民間企業

データ収集・蓄積・解析に使える計算資源などを
もっと研究者に届ける仕組みが必要



データ駆動基盤機能

◼AI for Science の入口を支える基盤サービス

◼研究データ基盤と計算資源をシームレスに連携させ、多様な研究者に
よるデータ収集・蓄積・解析をサポート

30

大学・研究機関

実験観測
装置

一次
データ

国内学術計算リソース
フェデレーション

二次
データ

電子ラボノート

ログ収集

商用クラウド

二次
データ

収集・蓄積 解析 実験管理

S3
対応
API

実験ダッシュボード

二次
データ’

メタデータ
(Endpoint)

知識基盤

AI 
エージェント

AI 
エージェント

仮想学術ストレージ空間 over SINET
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「データ駆動基盤機能」これからの取り組み

⚫ データの即時収集・一次蓄積
⚫ 電子ラボノート（ELN）連携

⚫ メタデータの自動抽出
⚫ データ整形・前処理のAI支援

⚫ データ解析環境の自動構築
⚫ 解析結果のシームレスな共有⚫ 実験状況を一覧できるダッシュボード

⚫ 知識基盤や
NII RDC へ
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https://cloud.gakunin.jp/

学認クラウド 検索



導入支援サービス：チェックリスト最新版

33

チェック項目（大項目） 詳細チェック項目数 主な詳細チェック項目

A 商品 / サービスの概要 4(3) タイトル、製品概要など

B 運用実績 2(2) 契約法人数、運用年数

C 契約申込み 8(7) 支払方法、ライセンス体系など

D 認証関連 3(2) ユーザ認証連携、多要素認証

E 信頼性 4(3) サービス稼働率の実績、計画停止の頻度など

F サポート関連 5(5) サポート窓口、重要情報の通知など

G ネットワーク・通信機能 9(6) SINET接続状況、通信の暗号化可否など

H 管理機能 12(10) 稼働状況の一覧表示ツール、利用統計など

I ソフトウェア環境 4(2) 利用可能OS、動作事例など

J スケーラビリティ 5(1) デプロイメントに必要な時間

K データセンター 7(7) 防犯設備、データセンターの設置場所など

L セキュリティ 12(12) セキュリティ対策、インシデント対応、保守を目的としたストレージ機器の物理的廃棄など

M データ管理 9(6) データの多重化、ログ管理など

N バックアップ 6(6) バックアップサービスの有無、リストアなど

O クラウド事業者の信頼性 6(5) 第三者認証、委託先での個人情報保護など

P 契約条件 6(5) 責任範囲の明確化、損害賠償責任など

Q データの取り扱い 3(3) データの所有権 / 利用権、削除の方法など

R リソースの引継ぎ 4(2) 契約終了時の移行支援、イメージの移行性など

S 第三者認証 4(4) 事業継続性、セキュリティなど

T AI利用 2(-) データ保全、安全機構

詳細チェック項目数：93（Ver.6.0では113・太字は新規項目）



クラウド共同調達

◼枠組み

◼参加機関はNIIと協定書を締結

◼代理店とNII間で契約を締結

◼アカウント管理、サポート、料金の
請求・回収は代理店に委託

◼調達対象：S3互換オブジェクトストレージ

◼主な用途：GakuNin RDM用ストレージ、
データ長期保管／バックアップ

◼期間：2026年4月1日から3年間

◼各半期初め (4月/10月)からの中途参加も可能

◼情報共有のためのWebサイト/メーリングリストを開設済
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：
代理店

大学

大学

•仕様提示
•ボリューム提示
•契約締結

NII

•アカウント発行／管理
•一次サポート
•利用機関個別に料金請求／回収

サービス
プロバイダー

•サービス提供
•二次サポート

•仕様合意
•需要とりまとめ
(利用量コミット)

•協定書締結

複数の大学で同じクラウドサービスをまとめて調達
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